
(57)【要約】
【目的】組み立てや分解、ライナの摺り合わせ及びスラ
イドギブとライナの隙間の調整、並びにガイドの位置調
整が容易な構造のＣフレームプレスのスライドガイドを
提供する。
【構成】スライド２から左右に突出させ、前後及び左右
両側面をガイド面としたスライドギブ２Ａ、２Ａを案内
する前ライナ３Ａ、３Ｃと後ライナ３Ｂ、３Ｄ及び左ラ
イナ４Ａと右ライナ４Ｂを固設する凹形状のガイド５
Ａ、５Ｂを設け、スライドギブ２Ａ、２Ｂと左ライナ４
Ａ及び右ライナ４Ｂの左右方向の隙間の調整はシム６
で、左右ガイド５Ａ、５Ｂの前後方向の位置の調整は上
下２本の偏心ピン７、７で行い、この偏心ピン７を貫通
するボルト８でフレーム９に固設してＣフレームプレス
１のスライドガイドを構成する。



【特許請求の範囲】
【請求項１】Ｃフレームプレスのフレームに設けてスラ
イドを昇降自在に案内するＣフレームプレスのスライド
ガイドにおいて、
前記スライドから左右に突出させ前後及び左右両側面の
６面をガイド面としたスライドギブと、このスライドギ
ブを案内する前ライナと後ライナ及び側面ライナとを固
設する凹形状の左及び右ガイドと、前記フレームと前記
ガイドに挟設してスライドギブと側面ライナの左右方向
の隙間を調整するシムと、このシムを貫通し前記フレー
ムの左右側面の上下各２ケ所のピン穴に嵌合し前記ガイ
ドに係合して前後方向にガイドの位置を調整する偏心ピ
ンと、この偏心ピンを貫通し前記ガイドを前記シムを介
して前記フレームの左右側面の内側にそれぞれ固設する
締結手段とで構成することを特徴とするＣフレームプレ
スのスライドガイド。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】本発明は、Ｃフレームプレスのス
ライドガイドに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来技術におけるＣフレームプレスのス
ライドガイドは、図３に示すように、スライド３２から
左右に突出させ前後及び左右両側面をガイド面としたス
ライドギブ３２Ａ、３２Ｂを、Ｔ型形状の左ガイド３５
Ａ及び右ガイド３５Ｂに固設する前ライナ３３Ａ、３３
Ｃと側面ライナ３４Ａ、３４Ｂと、フレーム３９に固設
した後ライナ３３Ｂ、３３Ｄで案内する６面ガイド方式
の構造のものも採用されている。スライドギブ３２Ａ、
３２Ｂと前ライナ３３Ａ、３３Ｃ及び後ライナ３３Ｂ、
３３Ｄの前後方向の隙間の調整は、フレーム３９とガイ
ド３５Ａ、３５Ｂとの間に挟設するシム３６によって行
われ、スライドギブ３２Ａ、３２Ｂと側面ライナ３４
Ａ、３４Ｂの左右方向の隙間の調整は、押しボルト３８
によって行われる。
【０００３】また、図４に示すように、左右スライドガ
イドのいずれか一方に前ライナ４３Ｃと側面ライナ４４
Ｂを固設するＴ型形状のガイド４５Ｂを設けるととも
に、他方には直接フレーム４９に側面ライナ４４Ａと後
面ライナ４３Ｂ、４３Ｄを固設するガイド面を設け、前
面には前ライナ４３Ａを固設した帯板状のガイド４５Ａ
を取り付け、スライド４２から左右に突出させ前後及び
左右両側面をガイド面としたスライドギブ４２Ａ、４２
Ｂを案内する６面ガイド方式の構造のものも採用されて
いる。スライドギブ４２Ａ、４２Ｂと前ライナ４３Ａ、
４３Ｃ及び後ライナ４３Ｂ、４３Ｄの前後方向の隙間の
調整は、フレーム４９とガイド４５Ａ、４５Ｂとの間に
挟設するシム４６によって行われる。また、スライドギ
ブ４２Ａ、４２Ｂと側面ライナ４４Ａ、４４Ｂの左右方
向の隙間の調整は、ガイド４５Ａ側を基準としてガイド

４５Ｂ側に設けた押しボルト４８によって行われる。
【０００４】さらには、図５に示すように、スライド５
２から左右に突出させ前後及び左右両側面をガイド面と
したスライドギブ５２Ａ、５２Ｂを、Ｌ型形状の左ガイ
ド５５Ａ及び右ガイド５５Ｂに固設する前ライナ５３
Ａ、５３Ｃと側面ライナ５４Ａ、５４Ｂと、フレーム５
９に固設した後ライナ５３Ｄ、５３Ｄで案内する６面ガ
イド方式の構造のものも採用されている。スライドギブ
５２Ａ、５２Ｂと前ライナ５３Ａ、５３Ｃ及び後ライナ
５３Ｂ、５３Ｄの前後方向の隙間の調整は、押しボルト
５５Ｃ、５５Ｃによって行われ、スライドギブ５２Ａ、
５２Ｂと側面ライナ５４Ａ、５４Ｂの左右方向の隙間の
調整は、押しボルト５８、５８によって行われる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】上述の従来技術におけ
るスライドガイドは、いずれの場合とも、ガイド及びラ
イナを固設するために、フレームの前面及び内側面の加
工を必要としていた。また、スライドのスラスト力を押
しボルトで受けるために、プレス加工時にスラスト力の
影響が出易く、ボルトの強度を上げたり、ガイドを固設
するボルトの本数を増やしてスライドガイドを構成して
いる。そのため、結果的にはフレームの加工時間やスラ
イドギブとライナの前後及び左右方向の隙間の調整及び
スライドガイドの組み立てや分解に多くの時間を費やし
ていた。
【０００６】本発明の目的は、上述の課題を解決して、
組み立てや分解、ライナの摺り合わせ及びスライドギブ
とライナの前後及び左右方向の隙間の調整、並びにガイ
ドの位置調整が容易な構造のＣフレームプレスのスライ
ドガイドを提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上述の課題を解決するた
め本発明は、フレームの左右側面の上下各２ケ所のピン
穴に嵌合する偏心ピンと、スライドギブと側面ライナの
左右方向の隙間を調整するシムとを介して、前ライナと
後ライナ及び側面ライナとを固設する凹形状の左及び右
ガイドをフレームの左右側面の内側に締結手段で固設
し、スライドから左右に突出させ前後及び左右両側面の
６面をガイド面としたスライドギブを案内するＣフレー
ムプレスのスライドガイドを構成する。
【０００８】
【作用】スライドギブの前後及び左右両側面の６面を案
内するライナを固設した凹形状の左右ガイドが、フレー
ムとガイドとの間にシム挟設することによりスライドギ
ブと側面ライナの左右方向の隙間が調整されるととも
に、偏心ピンを回転することによりガイドの位置が調整
されて、ガイドの位置が調整され、スライドとボルスタ
間の直角度と平行度を維持して昇降するスライドがスム
ーズに案内される。また、偏心ピンを左右方向に抜き取
ることにより、フレームからのガイドの取り外し（また
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は、取り付け）が容易に行える。
【０００９】
【実施例】図１と図２に本発明の一実施例を示す。スラ
イド２の後方の左右には、前後及び左右両側面をガイド
面としたスライドギブ２Ａ、２Ｂが突出している。この
スライドギブ２Ａ、２Ｂの前後方向を案内するために、
前ライナ３Ａ、３Ｃと後ライナ３Ｂ、３Ｄと、左右方向
を案内する左ライナ４Ａと右ライナ４Ｂを、凹形状の左
ガイド５Ａと右ガイド５Ｂにボルト５Ｃ、５Ｃでそれぞ
れ固設される。
【００１０】左右ガイド５Ａ、５Ｂは、フレーム９の左
右側面の上下各２ケ所に設けたピン穴９Ａ、９Ａに嵌合
し、ガイド５Ａ、５Ｂに係合する偏心ピン７、７を介し
て、この偏心ピン７を貫通するボルト８でフレーム９の
左右側面の内側に固設される。
【００１１】なお、ボルト８によりガイド５Ａ、５Ｂが
フレーム９の左右側面の内側に固設される前に、フレー
ム９と左右ガイド５Ａ、５Ｂとの間に挟設するシム６に
よりスライドギブ２Ａ、２Ｂと左ガイド５Ａ及び右ガイ
ド５Ｂの左右方向の隙間の最終調整が行われるととも
に、フレーム９の左右側面の上下各２ケ所に設けたピン
穴９Ａに偏心ピン７、７を嵌合し、回転させてガイド５
Ａ、５Ｂの位置を前後に移動してスライドギブ２Ａ、２
Ｂと前ライナ３Ａ、３Ｃ及び後ライナ３Ｂ、３Ｄの前後
方向の隙間の調整が行われる。
【００１２】偏心ピン７を貫通するボルト８を緩め、偏
心ピン７をガイド５より左右方向に抜き取ることで、ス
ライド２の下面側からのガイド５の取り外しが容易とな
り、前後ライナ３Ａ、３Ｂ（３Ｃ、３Ｄ）及び左右ライ
ナ４Ａ、４Ｂの摺り合わせも簡単に出来る。
【００１３】なお、生産量の多いＣフレームプレス１に

おいては、フレーム９及びスライドガイドを構成する部
品の加工実績を把握することにより、前後ライナ３Ａ、
３Ｂ（３Ｃ、３Ｄ）及び左右ライナ４Ａ、４Ｂの摺り合
わせも不要となり、保守・点検時にも必要最小限のシム
６による左右方向の調整となるとともに、偏心ピン７も
必要最小限の偏心量で済む。
【００１４】
【発明の効果】以上の説明から明らかなように、本発明
によれば、ガイド及びライナを固設するために加工を必
要としていたフレームの前面加工を不要とし、合わせて
フレームの加工時間を削減される。また、プレス加工時
にスラスト力の影響を抑制し、組み立てや分解、ライナ
の摺り合わせ及びスライドギブとライナの隙間の調整、
並びにガイドの位置調整が容易となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例におけるスライドガイドの要
部正面図
【図２】本発明の一実施例におけるスライドガイドの要
部平面図
【図３】従来例におけるスライドガイドの要部平面図
【図４】別の従来例におけるスライドガイドの要部平面
図
【図５】さらに別の従来例におけるスライドガイドの要
部平面図
【符号の説明】
１はＣフレームプレス、２はスライド、２Ａ、２Ｂはス
ライドギブ、３Ａ、３Ｃは前ライナ、３Ｂ、３Ｄは後ラ
イナ、４Ａは左ライナ、４Ｂは右ライナ、５Ａ、は左ガ
イド、５Ｂは右ガイド、５Ｃ、８はボルト、６はシム、
７は偏心ピン、９はフレーム、９Ａはピン穴、である。

【図２】 【図３】
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【図１】 【図４】

【図５】
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